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いちおし我が社の

『
建
物
と
と
も
に
生
き
る
』　

〜 

挑
戦
す
る
企
業 

〜

■
会
社
の
ご
紹
介

　

私
た
ち
日
本
メ
ッ
ク
ス
は
一
九
七
二
年
の
創
業
以
来
、Ｎ

Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
各
社
ビ
ル
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
建
物
・

設
備
の
「
建
物
総
合
管
理
」
と
、
豊
富
な
施
工
実
績
に
基

づ
く
技
術
力
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
「
建
物
保
全
工
事
」

の
ふ
た
つ
の
事
業
を
軸
に
、
通
信
設
備
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

を
守
る
信
頼
性
の
高
い
保
守
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
今
年

で
五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

社
名
で
あ
る
「
日
本
メ
ッ
ク
ス
」
は
、M

aintenance

、

En
g
in
eerin

g

、C
o
n
su
ltatio

n

、C
o
n
stru

ctio
n
 

、

Service 　

の
頭
文
字
が
由
来
で
、
私
た
ち
の
め
ざ
す
方
向

を
表
現
し
て
い
ま
す
。

■
こ
こ
が
い
ち
お
し　

そ
の
① 

    　

〜
お
客
様
の
資
産
価
値
の
継
続
的
向
上
に
向
け
て
〜

     

〝
バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
プ
ル
ー
プ
〞

　
「
建
物
の
中
長
期
的
な
修
繕
・
改
修
計
画
を
描
く
こ
と
が

で
き
る
」「
日
常
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
か
ら
保
全
工
事
ま
で
、

建
物
の
長
寿
命
化
に
つ
い
て
の
高
度
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ

て
い
る
」
そ
れ
が
日
本
メ
ッ
ク
ス
の
強
み
で
す
。

〝
建
物
を
新
た
に
建
て
替
え
る
こ
と
〞
が
主
流
の
時
代
が

終
わ
り
、〝
既
存
の
建
物
を
ど
う
活
か
す
か
〞
が
重
視
さ
れ

る
時
代
と
な
っ
た
今
、
私
た
ち
は
建
物
を
長
寿
命
化
す
る

豊
富
な
技
術
と
人
材
リ
ソ
ー
ス
を
活
か
し
て
、
次
代
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
、
建
設
市
場
を
切
り
拓
き
ま
す
。

　

社
員
一
人
ひ
と
り
が
「
建
物
ス
ー
パ
ー
ド
ク
タ
ー
」
と

し
て
の
技
術
と
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
お
客
様
に
「
安
心
・

安
全
」
と
「
品
質
」
の
満
足
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
「
維
持
管
理
」「
保
全
工
事
」
を
核
に
循
環
す
る
〝
ト
リ

プ
ル
ル
ー
プ
〞
の
力
で
お
客
様
の
建
物
価
値
を
向
上
さ
せ

ま
す
。

■
こ
こ
が
い
ち
お
し　

そ
の
②　
　

    　

神
社
・
仏
閣
・
歴
史
的
建
造
物
に
関
わ
る
維
持
管
理
・

    　

工
事
の
実
績

　

京
都
、
大
阪
、
奈
良
を
は
じ
め
、
関
西
圏
は
歴
史
的
建

造
物
が
多
く
残
っ
て
い
る
エ
リ
ア
で
す
。
当
社
関
西
支
店

は
一
九
三
五
年
に
建
造
さ
れ
た
旧
・
大
阪
証
券
ビ
ル
市
場

館
の
一
部
躯
体
を
残
し
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
大
阪
証
券

取
引
所
ビ
ル
内
を
所
在
と
し
、
当
建
物
の
総
合
維
持
管
理

業
務
も
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
京
都
宇
治
の
世
界
遺
産
「
平
等
院
」
の
寺
院

内
に
あ
る
鳳
翔
館
の
設
備
保
守
・
改
修
工
事
、
大
阪
城
公

園
で
の
各
種
小
規
模
修
繕
、
奈
良
大
神
神
社
の
社
殿
事
務

所
の
改
修
工
事
な
ど
で
実
績
を
積
み
上
げ
て
お
り
ま
す
。

■
こ
こ
が
い
ち
お
し　

そ
の
③

    　

セ
ー
フ
テ
ィ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
（
S
T
C
）
で

    　

の
安
全
教
育
と
I
C
T
の
活
用

　

本
社
ビ
ル
内
に
あ
る
同
セ
ン
タ
で
は
、
視
て
、
触
れ
て
、

感
じ
る
こ
と
で
「
安
全
」
を
学
び
、 

考
え
る
こ
と
を
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
て
、
疑
似
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
含
め
、 

工
事
現
場
に

お
け
る
「
安
全
」
に
つ
い
て
の
心
構
え
や
基
礎
知
識
を
し
っ

か
り
と
身
に
つ
け
ら
れ
ま
す
。

　

当
社
社
員
の
他
、
協
力
会
社
を
含
め
、
す
で
に
千
名
以

上
が
体
験
研
修
を
受
講
致
し
ま
し
た
。

　

ま
た
安
全
衛
生
活
動
に
お
い
て
は
当
社
の
I
C
T
技
術

を
活
か
し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
お
り
、
昨
今
の
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
移
動
制
限
・
感
染
対
策
を
考
慮
し
、
W
E
B

カ
メ
ラ
を
活
用
し
た
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
安
全
管
理
研
修
、Team

s

を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

安
全
大
会
の
開
催
を
実
施
致
し
て
お
り
ま
す
。

■
最
後
に　

　

企
業
理
念　
「
建
物
と
と
も
に
生
き
る
」
は
、「
建
物
を

知
り
、
建
物
を
大
切
に
し
、
建
物
を
い
か
す
こ
と
に
よ
り
、

持
続
可
能
な
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
」
と
の
思
い
を

込
め
て
い
ま
す
。
培
っ
た
技
術
力
を
更
に
磨
き
、
進
化
と

革
新
に
挑
み
、
お
客
様
の
期
待
を
超
え
る
価
値
を
提
供
し

続
け
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
現

場
を
中
心
と
し
、

人
財
を
軸
と
し
て
、

「
ま
じ
め
」「
仲
間

を
大
切
に
」「
挑
戦
・

や
り
遂
げ
る
」
を

行
動
指
針
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
日
々

の
仕
事
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

▲ぶらさがり体験

▲天井内作業体験

分電盤内作業体験▼

VRによる仮想体験▼

日
本
メ
ッ
ク
ス
株
式
会
社 

関
西
支
店

常
務
取
締
役
支
店
長　

谷
島　

錦
吾
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第
八
回

二
〇
二
一
年
度

2
月
4
日（
金
）　

2
月
4
日（
金
）　

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

理
事
会
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ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
中
、

感
染
防
止
の
為
中
止

　

大
阪
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
賛
助
会
は
、

資
機
材
、
マ
シ
ン
メ
ー
カ
ー
や
ケ
ミ
カ
ル
メ
ー

カ
ー
、
販
売
会
社
お
よ
び
情
報
サ
ー
ビ
ス
企
業

な
ど
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
に
携
わ
る
企
業

四
〇
社
が
現
在
加
盟
し
て
お
り
ま
す
。

　

世
話
人
会
は
、
北
川
副
会
長
、
岡
田
理
事
、

笹
岡
理
事
、
大
慶
理
事
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
正
会
員
企
業
の
皆
様
に
様
々
な
情
報

を
お
伝
え
し
、
業
界
全
体
が
よ
り
発
展
で
き
る

よ
う
に
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

世
話
人
会
メ
ン
バ
ー
は
現
在
九
社
十
名
、
基

本
的
に
は
二
年
間
ず
つ
の
輪
番
制
で
賛
助
会
各

社
か
ら
メ
ン
バ
ー
を
選
出
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
、
年
に
三
回
の
ミ
ニ
展
示

会
・
講
習
会
の
開
催
で
す
。

〈
二
度
の
中
止
〉

　

昨
年
二
〇
二
一
年
も
一
昨
年
同
様
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
振
り
回
さ
れ
た
年
と
な
り
ま

し
た
。

　

三
月
の
ミ
ニ
展
示
会
・
講
習
会
（
於　

大
阪

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会　

研
修
室
・
中
会
議

室
）
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と

な
り
、
特
に
五
月
に
は
、
協
会
の
通
常
総
会
お

よ
び
大
阪
万
博
基
調
講
演
の
行
わ
れ
る
大
阪
国

際
会
議
場
十
二
階
特
別
会
議
場
に
附
帯
す
る
ホ

ワ
イ
エ
に
て
『
O
B
M
賛
助
会
特
別
ミ
ニ
展
示

会
・
講
習
会
』
を
、
賛
助
会
員
二
十
六
社
で
出

展
を
予
定
し
準
備
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
皆
様

ご
存
知
の
通
り
防
衛
省
の
大
規
模
ワ
ク
チ
ン
接

種
セ
ン
タ
ー
と
な
り
会
場
使
用
不
可
、
残
念
な

が
ら
こ
ち
ら
も
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

〈
一
年
ぶ
り
の
開
催
〉

　

十
月
二
十
二
日
、
一
年
ぶ
り
に
や
っ
と
『
ミ

ニ
展
示
会
・
講
習
会
』
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て

会
場
入
り
口
で
の
検
温
や
手
指
の
消
毒
に
加

え
、
講
習
会
の
人
数
制
限
（
事
前
登
録
）
及
び

W
E
B
で
の
配
信
も
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
方
々
に

ご
来
場
、W
E
B
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
ミ
ニ
展
示
会
】

　

イ
ン
テ
ッ
ク
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
㈱

　

ケ
ル
ヒ
ャ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱

　

シ
ー
バ
イ
エ
ス
㈱

　
（
一
社
）
日
本
環
境
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会

　

八
木
春
産
業
㈱

　

㈱
リ
ン
レ
イ

【
講
習
会
】

　

シ
ー
バ
イ
エ
ス
㈱

　
（
一
社
）
日
本
環
境
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会　
　

　

㈱
リ
ン
レ
イ

【
会
場
】

　
（
一
社
）
大
阪
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会

　

江
戸
堀
フ
コ
ク
生
命
ビ
ル
8
F
・
10
F

〈
今
後
〉

　

残
念
な
が
ら
三
月
に
予
定
し
て
い
た
『
ミ
ニ

展
示
会
・
講
習
会
』
は
現
在
の
状
況
を
鑑
み
中

止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
夏
季
・
秋
季

に
は
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
き
開
催
で
き
る
こ
と
を

祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、『
二
〇
二
五
大
阪
・
関
西
万
博
』
に

向
け
て
、
大
阪
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
で
も

推
進
委
員
会
の
元
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
や

各
部
会
に
お
い
て
提
案
資
料
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
な
ど
活
発
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

我
々
賛
助
会
会
員
各
社
も
最
大
限
協
力
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
賛
助
会
世
話
人
会
代
表　

矢
野
目
博
史
）

委 

員 

会  

・  

部  　

会

１
．
審
議
事
項

①
委
員
会
・
部
会
の
変
更
に
つ
い
て

　
・
総
務
友
好
委
員
会
（
委
員
の
変
更
）

　
・
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
部
会

　
　
（
部
会
員
の
変
更
）

２
．
報
告
事
項

①
退
会
に
つ
い
て
（
2
0
2
1
年
12
月
31
日
付
）

　
・
正
会
員
：
大
成
有
楽
不
動
産
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　

 

関
西
支
店

３
．
そ
の
他

①
2
0
2
1
年
度
事
業
報
告
・
2
0
2
2
年

　
度
事
業
計
画　
予
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
・
2
月
8
日

　
　
2
0
2
1
年
度
事
業
報
告
書
・
予
算
決
算

　
　
2
0
2
2
年
度
事
業
計
画
書
（
予
算
）

　
　
作
成
要
請

　

 

・
3
月
4
日　
（
通
常
）
三
役
会
議
・
理
事
会

　

 

・
3
月
22
日　
（
予
算
）
三
役
会
議

　

 

・
3
月
25
日　
（
予
算
）
理
事
会

　

 

・
4
月
1
日　
三
役
会
議
・
理
事
会

　

 

・
4
月
22
日　
三
役
会
議
・
理
事
会 

②
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
検
定
（
追
加
分
）

　
「
2
0
2
1
年
度
検
定
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
陽
性
者

　
及
び
濃
厚
接
触
者
と
な
り
試
験
当
日
受
検
出
来
な

　
か
っ
た
受
検
者
の
う
ち
、
本
年
度
中
の
受
検
を
希
望

　
す
る
者
で
、
且
つ（
陰
性
証
明
書
）
を
提
出
出
来
る

　
者
」

　
・
実
施
日

　
　
2
月
９
日
（
木
）
9
時
〜　
3
級
１
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
〜　
2
級
4
名

賛
助
会
世
話
人
会

『おたより紹介』のコーナーへの投稿を募集しています
●題材…自由。
　協会への提言、季節雑感、詩、短歌、俳句、川柳等々、何でも結
構です。
●字数…15 字 ×16 ～ 19 行の間に、本文、会社名、筆者名を
全て記入して下さい。

おたより紹介コーナーおたより紹介コーナー

■
広
報
委
員
会
　
2
月
21
日
（
月
）

　
　
出
席
者
6
名  

協
会
10
階   

小
会
議
室

　
議
案
①　
「
O
B
M
マ
ン
ス
リ
ー

　
　
　
　
　
２
０
２
２
年
２
月
号
」
の
編
集
、

　
　
　
　
　
校
正
に
つ
い
て

　
議
案
②　
来
期
事
業
計
画
・
予
算
案
、

　
　
　
　
　
２
０
２
１
年
度
事
業
報
告
案
に
つ
い
て

　
議
案
③　
エ
ッ
セ
イ
大
賞
に
つ
い
て

　
議
案
④　
Ｏ
Ｂ
Ｍ
人
語

　
　
　
　
　
第
5
集
に
つ
い
て
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身
近
な
と
こ
ろ
で
高
齢
者
の

             

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
思
う

福
田
久
美
子

理　

事
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福
祉
と
い
え
ば
、
北
欧
の
充
実
し
た
社
会

保
障
制
度
が
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
制
度
を
維
持
す
る
た
め
の
財
源
と
し

て
、
国
民
に
は
高
い
税
金
の
負
担
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
北
欧
は
医
療
保
険
や
社
会
福

祉
サ
ー
ビ
ス
、
貧
困
層
へ
の
補
助
な
ど
の
社

会
保
障
制
度
が
充
実
し
て
お
り
、
国
民
の
意

識
に
も
「
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に

は
そ
れ
な
り
の
負
担
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」「
国
民
全
体
で
負
担
を
し
、
お
互
い
を

支
え
合
う
」「
高
齢
者
の
自
立
し
た
暮
ら
し

を
支
え
る
」
と
い
う
考
え
方
が
浸
透
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

一
方
、
日
本
の
少
子
超
高
齢
化
は
年
々
加

速
を
増
し
、
総
務
省
統
計
局
の
二
〇
二
二
年

一
月
現
在
（
概
算
値
）
は
、
総
人
口
一
億
二

五
四
四
万
人
、
前
年
同
月
に
比
べ
て
六
三
万

人
の
減
少
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二

〇
二
一
年
の
国
民
負
担
率
（
租
税
負
担
、
社

会
保
障
負
担
）
は
四
四
・
三
％
で
、
先
進
国

の
中
で
は
二
十
六
位
と
低
い
水
準
に
な
っ
て

い
ま
す
。
社
会
保
障
制
度
は
良
く
な
っ
て
ほ

し
い
け
ど
、
い
ま
以
上
の
負
担
を
強
い
ら
れ

る
の
は
困
る
と
感
じ
る
人
も
少
な
く
は
無
い

で
し
ょ
う
。
人
は
誰
も
が
平
等
に
老
い
て
い

く
わ
け
で
す
が
、
年
々
人
口
が
減
っ
て
い
る

日
本
で
は
年
老
い
て
い
く
こ
と
に
不
安
を
感

じ
ま
す
。
国
民
負
担
が
大
き
く
な
っ
た
ら
、

ど
の
よ
う
な
社
会
保
障
制
度
が
約
束
さ
れ
る

の
か
、
そ
の
あ
た
り
が
見
え
な
い
か
ら
余
計

に
負
担
へ
の
抵
抗
感
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
中
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
は
ど

う
な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
身
近
な
高

齢
者
（
両
親
）
の
生
活
の
一
部
を
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
数
年
は
、
週
末
を
実
家
で
過
ご
す
こ

と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
神
戸
の
実
家
で
は
、

八
十
代
後
半
の
両
親
が
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
日
曜
日
は

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
の
で
、
私
は
月

に
三
回
程
度
、
遠
方
に
い
る
妹
弟
と
交
替
で

毎
週
誰
か
が
実
家
に
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

実
家
で
は
、
掃
除
、
買
い
物
、
料
理
、
母

親
の
入
浴
介
助
、
洗
濯
な
ど
、
慌
た
だ
し
く

家
事
全
般
を
済
ま
せ
て
日
帰
り
で
帰
っ
て
き

ま
す
。
料
理
は
あ
ま
り
得
意
な
方
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
美
味
し
い
ね
」
と
い

つ
も
褒
め
て
く
れ
る
の
で
、
苦
手
だ
っ
た
料

理
も
、
楽
し
く
作
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

い
ま
は
、
両
親
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と

が
嬉
し
く
て
、
心
の
負
担
な
く
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
年
を
重
ね
る
ご
と
に
両
親
の
老

い
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
実
感
し
、「
こ
の

先
、
ど
う
な
る
？
」
と
不
安
に
な
る
こ
と
も

し
ば
し
ば
で
す
。

　

両
親
は
実
家
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
を
強

く
望
ん
で
い
ま
す
。
母
は
圧
迫
骨
折
を
繰
り

返
し
、
自
分
の
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
父

は
数
年
前
に
大
病
を
患
い
な
が
ら
も
、
買
い

物
、
料
理
、
掃
除
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

坂
道
の
多
い
神
戸
で
は
、
年
々
、
買
い
物
が

辛
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。「
タ
ク
シ
ー
に

乗
れ
ば
い
い
や
ん
」
と
言
っ
て
も
、タ
ク
シ
ー

を
呼
ぶ
の
が
煩
わ
し
い
ら
し
く
、
帰
り
道
は

息
も
絶
え
絶
え
、
坂
道
を
上
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
料
理
を
す
る
の
も
負
担
に
感
じ
る
よ

う
に
な
り
、
い
よ
い
よ
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

両
親
が
は
じ
め
て
介
護
認
定
を
受
け
る
と

き
、
あ
ま
り
の
認
定
基
準
の
厳
し
さ
と
、
老

夫
婦
だ
け
で
暮
ら
し
て
い
く
の
に
十
分
な

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
を
痛
感
し

ま
し
た
。
日
本
の
高
齢
者
が
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
社
会
は
ど
の
よ
う
な
社
会
な
の
で
し
ょ

う
。
自
身
が
年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
、「
人

の
幸
福
度
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
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●統括管理者（再）
　４月 14 日木～４月 15 日金
　於　阪急千里中央ビル
　受付　２月 22 日火～３月１日火

●貯水槽清掃作業監督者（新規）
　４月 25 日月～４月 28 日木
　於　阪急千里中央ビル
　受付　３月３日木～３月９日水

●貯水槽清掃作業監督者（再）
　５月 10 日火～５月 11 日水
　５月 12 日木～５月 13 日金
　於　阪急千里中央ビル
　受付　３月 15 日火～３月 22 日火

●清掃作業監督者（再）
　５月 17 日火
　５月 18 日水
　於　阪急千里中央ビル
　受付　３月 23 日水～３月 29 日火

●空気環境測定実施者（新規）
　５月 23 日月～５月 27 日金
　於　阪急千里中央ビル
　受付　３月 29 日火～４月４日月

●建築物環境衛生管理技術者
　６月７日火～６月 24 日金
　於　阪急千里中央ビル
　受付　３月 30 日水～４月５日火

（公財）日本建築衛生管理教育センター
　　講習会予定

《教育センターだより》

事務局からのお知らせ

※ 申込期間中、早めにお申し込み下さい。
　 詳細・用紙のダウンロード・お申し込みは
　 公益財団法人日本建築衛生管理教育センターへ。

ホームページ http://www.jahmec.or.jp/
ＴＥＬ 06-6836-6605

会員だより

●入会
〔正会員〕
・株式会社商備
　代表取締役　瀧　徳巨（たき やすなほ）様
　〒552‒0002
　大阪市港区市岡元町 3‒7‒10
　ＫＳビル３Ｆ
　ＴＥＬ 06‒6581‒6500　ＦＡＸ 06‒6581-6510
　　　　　　　　　　　                     　　（2022 年２月１日付）

・株式会社関西エンジニアリング
　代表取締役社長　西口　大介　様
　〒530‒0047
　大阪市北区西天満 5‒6‒4
　ＳＮビル２Ｆ
　ＴＥＬ 06-6361-9892　ＦＡＸ 06-6361-2866
　　　　　　　　　　　                     　　（2022 年２月１日付）

●退会
〔正会員〕
・株式会社テックヤマオカ           （2022 年 1 月 31 日付）
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パ
ワ
ハ
ラ
防
止
法
（
正
式
名
称
：
労
働
施
策

総
合
推
進
法
）
が
、
大
企
業
で
は
二
〇
二
〇
年

六
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
が
、
中
小
企
業
は
本
年

四
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

　

パ
ワ
ハ
ラ
は
、
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し

た
言
動
で
あ
っ
て
、
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な

範
囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
、
労
働
者
の
就
業

環
境
が
害
さ
れ
る
も
の
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
二
一
年
三
月
に
厚
生
労
働
省
が
公
表
し

た
「
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る

実
態
調
査
報
告
書
」
に
よ
る
と
、
従
業
員
の
悩

み
、
苦
情
な
ど
を
受
け
付
け
る
相
談
窓
口
で
最

も
多
か
っ
た
の
が
「
パ
ワ
ハ
ラ
（
四
八
・
二
％
）」、

次
い
で
「
セ
ク
ハ
ラ
（
二
九
・
八
％
）」
だ
っ
た

と
い
う
。

　

パ
ワ
ハ
ラ
か
指
導
か
は
線
引
き
が
難
し
い
と

よ
く
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
判
断
に
際
し
て
は
、

当
該
言
動
の
目
的
、
言
動
の
行
わ
れ
た
経
緯
や

状
況
、
業
種
・
業
態
、
業
務
の
内
容
・
性
質
、

当
該
言
動
の
頻
度
・
継
続
性
、
労
働
者
の
属
性

や
心
身
の
状
況
、
行
為
者
の
関
係
性
、
当
該
言

動
に
よ
り
、
労
働
者
が
受
け
る
身
体
的
又
は
精

神
的
な
苦
痛
の
程
度
等
を
総
合
的
に
考
慮
す
る

必
要
が
あ
る
。（
厚
生
労
働
省
）

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
企
業
と
し
て
は
、
研
修

を
実
施
す
る
な
ど
パ
ワ
ハ
ラ
に
限
ら
ず
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
問
題
に
必
要
な
配
慮
を
行
い
、
労
働

者
は
、
他
の
労
働
者
に
対
す
る
言
動
に
注
意
を

払
う
な
ど
、
互
い
に
協
力
す
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
四
月
か
ら
法
律
が
施
行
さ

れ
る
が
、
施
行
に
関
係
な
く
、
働
き
や
す
い
環

境
の
も
と
で
、
気
持
ち
よ
く
働
き
続
け
ら
れ
た

い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
・
Ｆ
）　

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
パ
ワ
ハ
ラ
）

                              

を
考
え
る

.................................................................................................................
へんしゅうざっかん

編集雑感

KKC 技能実習指導員講習

建築物清掃管理評価（インスペクター

ビルクリーニング技能検定随時３級（～ 10日）

KKC清掃作業従事者研修

KKC清掃作業従事者研修

KKC品質管理セミナー

資格者講習会②（大阪科学技術センター、～ 18日）
建築物清掃管理評価（インスペクター）

KKC清掃作業従事者研修

資格者講習会①（大阪科学技術センター、～ 2日）（延期）

外部精度管理結果報告会

令和４年３月・４月に開催予定の講習会は下記のとおりです。

詳細は、随時会員企業様に郵送している開講案内、またはＫＫＣホームページ

（https://www.bmkkc.or.jp）にてご確認ください。

令和４年３月・４月に開催予定の講習会は下記のとおりです。

詳細は、随時会員企業様に郵送している開講案内、またはＫＫＣホームページ

（https://www.bmkkc.or.jp）にてご確認ください。

●清掃作業従事者研修

「建築物衛生法」に基づき事業登録を行っている事業者のための集合教育です。厚生労働大臣より登録を

受けたＫＫＣが実施し、修了者には「修了証書」を交付します。

＜日 時＞ 3 月 15 日（火）9時～ 17 時

＜会 場＞ 江戸堀フコク生命ビル講習会場

＜対 象＞ 「建築物における衛生的環境の確保に関する法律（建築物衛生法）」第 12 条の 2 第 1 項第 1 号  

　　　　  及び 8号の登録を受けている事業所及び受けようとする事業所の従事者

●～グループワークで学ぶ～品質管理セミナー入門編

品質管理の基礎知識を理解し、習得するセミナーです。「ビルメンテナンス改善活動Ｑ＆Ａ」（東京ビルメ

ンテナンス協会発行）を使い事例を交えて解説、次に問題解決のための演習（グループワーク）を行い品

質管理の基礎を身に付けることを目的に実施します。

＜日 時＞ 3 月 16 日（水）14 時～ 17 時

＜会 場＞ 江戸堀フコク生命ビル講習会場

＜対 象＞ 業務を改善したい・問題を解決したいと考えている方、職位に関係なく、初めて品質管理を学

　　　　  ぼうとされる方など

●ビルクリーニング初級研修

ビルクリーニングの日常清掃で使用する資機材（タオル・モップ・乾式モップ・真空掃除機等）の扱い方

を実技訓練で身につけ、洗剤・建材・マナー・作業方法等の知識を座学で学ぶ基礎研修です。実技と座学

の両方参加、又は実技のみ座学のみの参加も可能ですので、学びたい項目に合わせてご参加ください。

＜日 時＞ （実技研修）4月 11 日（月）　（座学研修）4月 22 日（金）

　　　　  両日共 13 時～ 17 時

＜会 場＞ 江戸堀フコク生命ビル講習会場

＜対 象＞ ビルクリーニング新規採用者、初任者、営業担当者、本社総務担当者など、 清掃業務の基礎を学

　　　　  びたい方

●外国人技能実習制度における養成講習

外国人技能実習制度における養成講習です。（会場は全て江戸堀フコク生命ビル講習会場）

「生活指導員講習」　　　＜日 時＞ 4 月 18 日（月）10 時 30 分～ 16 時 50 分

　　　　　　　　　　　＜対 象＞ 企業内生活指導員

「技能実習指導員講習」　＜日 時＞ 4 月 19 日（火）10 時～ 17 時 20 分

　　　　　　　　　　　＜対 象＞ 企業内技能実習指導員

「技能実習責任者講習」　＜日 時＞ 4 月 20 日（水）10 時～ 17 時 50 分

　　　　　　　　　　　＜対 象＞ 企業内技能実習責任者

3月・4月3月・4月3月・4月
万博推進委員会　万博説明会賛助会

設備保全部会（中止）　マナー研修指導者育成講座①（経営委員会）

広報委員会

三役会議・理事会

経営委員会（別会場）

マナー研修指導者育成講座②（経営委員会）

公益・契約委員会

設備保全部会小委員会（別会場）

労務委員会

広報委員会　ビルクリーニング部会
警備防災部会／講演会

春分の日

三役会議　

設備保全部会

申込・問合先：一般社団法人関西環境開発センター（ＫＫＣ）教育訓練部
　　　　　　　

Ｋ Ｋ Ｃ お 薦 め 講 習 会

～講習会のご案内はホームページで随時お知らせいたします～
電　話：０６－６８３６－７６５１　ＦＡＸ：０６－６８３６－７６５３
E-MAIL：bmkkc@swan.ocn.ne.jp　URL：https://www.bmkkc.or.jp/
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